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○未来へ広がる　みんなの願い
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○読書が大好きな子どもを育てよう
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同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

ふ
れ
あ
い
人
権
の
集
い

人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

人
権
啓
発
映
画
放
映

（
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

人
権
教
育
講
演
会

　

８
月
は
、
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す
。
香
川
県
人
権
啓

発
推
進
会
議
で
は
、
同
和
問
題

の
解
決
を
自
分
自
身
の
課
題
と

し
、
差
別
は
絶
対
許
さ
な
い
と

い
う
意
識
を
徹
底
す
る
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
一
人

ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
大

切
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正

し
く
理
解
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

日
時

　

８
月
６
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所

　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題

　

「
心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
こ
と
」

　

に
つ
い
て

講
師

 

渡
邉　

平
一
氏
（
更
正
保
護

　

法
人
讃
岐
修
斉
会
元
施
設
長

　

・
元
保
護
司
）

問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２４
│

４
１
１
３

　
日
程

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
７
日
（
金
）

場
所

　

本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

日
程

　

８
月
１０
日
（
月
）
〜
１８
日
（
火
）

場
所

　

大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所

日
程

　

８
月
１８
日
（
火
）
〜
９
月
１５
日

　

（
火
）

場
所

　

各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２４
│

４
１
１
３

日
程

　

８
月
１
日
（
土
）
〜
３１
日
（
月
）

題
名

　

夢
、
空
高
く
（
ア
ニ
メ
）

放
送
時
間

　

午
前
７
時
15
分
〜
午
前
７
時

　

56
分

題
名

 

え
せ
同
和
行
為
排
除
の
た
め
に

放
送
時
間

　

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
３０
分

問
い
合
わ
せ
先

 

人
権
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
２
８

　

人
権
問
題
を
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
、
啓
発
ビ
デ
オ

を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
職
場
な
ど
で
の
人
権
研

修
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２４
│

４
１
１
３

日
時

　

８
月
２９
日
（
土
）

　

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
５
時

場
所

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

料
金

　

無
料

演
題

　

「
共
に
輝
い
て
生
き
る
」

講
師

　

塩
見　

志
満
子
氏
（
の
ら
ね

　

こ
学
か
ん
館
長
）

演
題

　

「
笑
っ
て
笑
っ
て
お
元
気
に
」

講
師

　

笑
福
亭　

学
光
氏
（
落
語
家
）

問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
０

未
来
へ
広
が
る
 
み
ん
な
の
願
い

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

未
来
へ
広
が
る
 
み
ん
な
の
願
い

2
0
0
9

日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
観
音
寺
大
会

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
２３
―

３
９
４
１

高
齢
介
護
課　

☎
２３
―

3
9
6
8

健
康
増
進
課　

☎
２３
―

3
9
2
7

開
会
式

観
音
寺
キ
ッ
ズ

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教
室
・
大
会

　

８
月
２３
日
（
日
）
に
「
２
０
０

９
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

選
手
権
観
音
寺
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

炎
天
下
、
限
界
に
挑
む
学
生

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
熱
い

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
規
制
な
ど
の
詳
細
は
、

別
紙
チ
ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
時
８
月
２２
日
（
土
）

 
 

午
後
４
時
〜

場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

 
 

大
野
原 

王
太
鼓

 

市
内
の
小
学
生
４
･
５
･
６

年
生
の
男
女
を
対
象
に
、
教
室

と
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
の
楽
し
さ
を
実
感
し
な
が

ら
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
慣

れ
親
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
頑

張
る
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
教
室

日
時
８
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

場
所
豊
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン 
 

 

タ
ー
海
の
家
、
一
の
宮
公
園

内
容
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
実
技
講
習

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

日
時
８
月
２２
日
（
土
）

場
所
琴
弾
公
園
特
設
コ
ー
ス

開
会
式
午
前
９
時
３０
分
〜
午
前 

　

９
時
４０
分

競
技
説
明
会
午
前
９
時
４５
分
〜

　

午
前
１０
時

競
技
午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時

　

ス
イ
ム
＝
５０
メ
ー
ト
ル

　

バ
イ
ク
＝
１
、２
０
０
メ
ー
ト
ル

　

ラ
ン
＝
７
０
０
メ
ー
ト
ル

表
彰
式
午
後
４
時
４５
分
〜

日
時
８
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時

　
　

〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

演
題
か
ら
だ
に
効
く
ウ
ォ
ー
キ

　
　

ン
グ

講
師
東
海
大
学

　
　
　
　
　

宇
佐
美
彰
朗
教
授

大
会
記
念
特
別
講
演
会

２００９観音寺キッズトライアスロン  コース

スイム
ラン

琴弾公園

ラン

バイク

有明浜
海水浴場

スタート

フィニッシュ

WC

23

負
担
が
軽
く
な
り
ま
す

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度

７０
歳
未
満
の
人
の
基
準
額

留
意
点

７０
歳
〜
７４
歳
の
人
ま
た
は
長
寿

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
基
準
額

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
出

第
１
部

第
２
部

　

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
全
員
ま
た
は
長

寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全

員
が
、
１
年
間
（
毎
年
８
月

〜
７
月
末
）
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
の
合
計
が
基
準
額
を

超
え
た
場
合
、
超
え
た
金
額

を
支
給
し
、
負
担
を
軽
減
す

る
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
２１
年
度
は
、
平
成
２０

年
4
月
か
ら
平
成
２１
年
7
月

末
の
１６
カ
月
で
計
算
し
ま
す
。

①
世
帯
員
全
員
の
合
計
所
得

　

が
６
０
０
万
円
以
上
の
場

　

合
＝
１
６
８
万
円

②
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非

　

課
税
の
場
合
＝
４５
万
円

①
②
以
外
の
場
合
＝
８９
万
円

①
自
己
負
担
割
合
が
3
割
の

　

場
合
＝
８９
万
円

②
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非

　

課
税
の
場
合
＝
４１
万
円

③
②
の
う
ち
、
世
帯
員
全
員

　

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場

　

合
＝
２５
万
円

①
〜
③
以
外
の
場
合
＝
７５
万

　

円

　

支
給
対
象
者
に
は
、
１２
月

ご
ろ
通
知
し
ま
す
。
平
成
２０

年
4
月
か
ら
平
成
２１
年
7
月

末
ま
で
に
市
町
村
を
越
え
て

住
所
変
更
し
た
り
、
保
険
が

変
更
し
た
り
し
た

場
合
は
お
知
ら
せ

が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。



選　挙

衆議院小選挙区選出議員選挙（香川県第3区）
衆議院比例代表選出議員選挙（四国選挙区）
最高裁判所裁判官国民審査

午前７時～午後８時

市民会館中ホール　午後９時～

８月１９日（水）～８月２９日（土）

　投票日に用事などで投票所へ行けない人は、期日

前投票あるいは不在者投票ができます。

　自宅などで投票ができる人は、身体障害者手帳ま

たは戦傷病者手帳が交付されている人で、その障害

の程度が一定の基準に当てはまる人、または介護保

険の被保険者証の「要介護５」の人に限ります。

　郵便等で投票する場合は、あらかじめ郵便等投票

証明書の交付を受け、その証明書を添えて投票用紙

などを請求しなければなりません。また、郵便等に

よる不在者投票の代理記載制度もあります。

（伊吹町午前７時～午後７時）

　選挙は、わたしたち国民が政治に参加するため

の最も重要で基本的な手段です。候補者や政党な

どの主義や主張をよく見極め、選挙の正しいルー

ルを守って、棄権せずに投票しましょう。

日8 30
開　票

期　間

午前８時３０分～午後８時

＊土・日も投票できます。

時　間

観音寺共同福祉施設場　所

期日前投票・不在者投票

郵便等での不在者投票

　目の不自由な人は、点字で投票ができます。点字

器具は投票所に備えてありますので、当日投票所で

係員に申し出てください。

点字投票

　身体の故障などのため、自分で投票用紙に書くこ

とができない人のために、代理投票が認められてい

ます。投票所の係員に申し出てください。投票の秘

密は守られます。

代理投票

問い合わせ先

福
祉
セ
ン
タ
ー

市
民
会
館

働
く
婦
人
の
家

共
同
福
祉
施
設

中
央
公
民
館

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

選挙管理委員会事務局　☎２３－３９４５

月　　日

よ
り
よ
い
人
間
関
係
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ　

１

人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
に

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

おめでとう
ございます

平成２０年度
人権作品優秀賞

豊浜中３年（平成２０年度）

大森　舞さん

　

人
権
と
は
、
だ
れ
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人

間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
の
だ
れ
か
ら
も
侵
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
基
本
的
権
利
で
す
。

　

人
が
幸
せ
に
生
活
す
る
た
め

に
は
、
衣
食
住
が
足
り
て
い
る

こ
と
や
健
康
で
あ
る
こ
と
、
生

命
や
身
体
の
危
険
が
な
い
こ
と
、

意
見
を
自
由
に
発
言
で
き
る
こ

と
、
正
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る

こ
と
、
自
分
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
日
本
国
憲
法

で
「
自
由
権
」「
法
の
下
の
平
等
」

「
社
会
権
」
な
ど
の
基
本
的
人
権

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
の
身

の
回
り
に
は
、
１２
回
に
わ
た
っ

て
取
り
上
げ
て
き
た
「
今
、
気

を
付
け
た
い
人
権
問
題
シ
リ
ー

ズ
」
の
よ
う
に
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
犯
罪
被
害
者

な
ど
に
関
す
る
人
権
問
題
が
、

依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
学
校
で
の
「
い
じ

め
」
な
ど
の
人
権
問
題
は
、
人

と
の
付
き
合
い
方
が
ま
ず
く
、

お
互
い
の
人
間
関
係
を
う
ま
く

結
べ
な
い
こ
と
が
、
大
き
な
原

因
で
起
こ
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
権
問
題
解
決
の

た
め
に
、
家
族
や
隣
人
、
友
人

な
ど
、
お
互
い
の
よ
り
よ
い
人

間
関
係
づ
く
り
を
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
間
関
係
づ
く
り
の

基
本
と
し
て
「
自
分
の
し
て
ほ

し
く
な
い
こ
と
は
、
相
手
に
も

し
な
い
」「
自
分
が
し
て
ほ
し
い

こ
と
は
、
相
手
に
も
で
き
る
よ

う
に
す
る
」
こ
と
を
、
心
に
留

め
、
常
に
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
自
分
の
言
動
を
考
え
て
過
ご

す
こ
と
が
、
お
互
い
の
よ
り
よ

い
人
間
関
係
づ
く
り
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

観音寺南小２年

中西　紗矢香さん

　

「
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄

附
金
」
と
は
、
ふ
る
さ
と
観
音

寺
を
応
援
し
た
い
、
心
の
ふ
る

さ
と
観
音
寺
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
人
の
熱
い
思
い
を
、
寄
附

を
す
る
こ
と
で
表
す
も
の
で
す
。

寄
附
を
す
る
と
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
よ
っ
て
、
現
在
住
ん

で
い
る
市
町
村
で
支
払
う
住
民

税
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

親
類
や
友
人
、
子
弟
な
ど
が
多

く
帰
省
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度

を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
応
援

を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

①
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
の

　

た
め
の
事
業　

②
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮

　

ら
す
た
め
の
事
業

③
芸
術
文
化
の
伝
承
と
振
興
の

　

た
め
の
事
業

の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

寄
附
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
企
画
課
へ
電
話
や
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

納
付
は
、
郵
便
振
替
や
銀
行

振
り
込
み
、
現
金
書
留
、
納
付

書
払
い
な
ど
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た

だ
い
た
人
に
は
、
ふ
る
さ
と
観

音
寺
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す
。

〒
７
６
８
│

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部
企
画
課
あ
て

　

２３
│

３
９
２
０

Ｅ
メ
ー
ル

＊
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

見
て
く
だ
さ
い
。

U
R
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企
画
課　

☎
２３
│

３
９
１
７

が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

あ
な
た
が
育
っ
た
ふ
る
さ
と
観
音
寺
を

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
応
援
で
も
っ
と
元
気
に
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観
音
寺
の
特
産
品
を
贈
り
ま
す

寄
附
金
の
使
い
道

申
し
込
み
と
納
付
方
法

申
し
込
み
先

問
い
合
わ
せ
先
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サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
に
端
を
発
し
た
百
年
に
一

度
の
恐
慌
と
い
わ
れ
る
世
界
的

な
金
融
危
機
の
中
で
、
我
が
国

の
景
気
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど

急
激
に
悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
国

は
平
成
２１
年
度
補
正
予
算
で
、

経
済
緊
急
対
策
費
１４
兆
７
、
７

５
５
億
５
、
８
０
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
が
、
本
市
に
は
ど

の
程
度
交
付
さ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
経
済
緊
急
対
策
事
業
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の

か
を
伺
う
。

　
　
　

補
正
予
算
で
地
方
に
交

付
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
お
よ
び
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
が
あ
る
。

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策

臨
時
交
付
金
は
、
総
額
１
兆
円

で
本
市
へ
は
約
５
億
６
、
０
０

０
万
円
で
あ
る
。
現
在
、
各
担

当
課
で
実
施
事
業
の
要
望
を
集

約
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
安
全
安
心
の
実
現
お
よ
び

地
方
再
生
戦
略
に
沿
っ
た
事
業

な
ど
が
あ
る
。
地
域
活
性
化
・

公
共
投
資
臨
時
交
付
金
は
、
総

額
１
兆
３
、
７
９
０
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
へ
の

交
付
額
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い

な
い
。

　
　
　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
農
産
物
の
価
格
低
迷
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
が
全
国
的
に
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
現
況

は
ど
う
か
。
特
に
、
平
た
ん
地

よ
り
中
山
間
地
区
で
の
放
棄
地

が
多
く
な
り
、
ま
た
、
鳥
獣
に

よ
る
農
産
物
被
害
の
発
生
要
因

に
も
な
っ
て
大
変
困
っ
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

　

木
材
の
生
産
以
外
に
地
球
環

境
を
守
る
重
要
な
森
林
が
放
任

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
適
期
間

伐
な
ど
を
推
進
し
、
市
も
上
乗

せ
補
助
を
行
い
、
山
林
所
有
者

の
経
済
的
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
な
い
か
。

　
　
　

耕
作
放
棄
地
の
状
況
を

一
筆
ご
と
に
把
握
す
る
た
め
、

昨
年
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
は
、

平
た
ん
部
で
８
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
山
間
部
は
精
査
中
で
あ
る
。

今
後
は
、
地
域
担
い
手
育
成
総

合
支
援
協
議
会
の
意
見
な
ど
を

踏
ま
え
、
耕
作
放
棄
地
再
生
に

取
り
組
む
。
中
山
間
地
域
直
接

支
払
事
業
な
ど
で
一
定
の
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
が
、
所
有
者

の
意
見
を
聞
き
対
応
す
る
。

　

林
業
は
「
森
林
の
間
伐
等
の

実
施
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
で
、
８
・
３
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
実
施
す
る
。
こ
れ
は
高
率
補

助
で
あ
り
、
本
市
も
上
乗
せ
補

助
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以

上
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

こ
と
し
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
と
市
長
・
市
議
会
議
員

の
選
挙
の
年
に
当
た
る
。
投
票

所
は
、
そ
の
地
域
の
立
地
条
件

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
徒
歩
や
自
転
車
社
会

の
時
代
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
生
活
行

動
範
囲
が
広
く
な
っ
て
い
る
現

在
、
経
費
節
減
の
面
か
ら
も
、

投
票
所
を
集
約
す
る
こ
と
が
必

要
で
な
い
か
。
選
挙
管
理
委
員

会
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

現
在
の
投
票
所
は
、
ほ

と
ん
ど
が
長
い
年
月
を
経
過
し

て
い
る
施
設
で
あ
る
。
合
併
後
、

委
員
会
で
何
度
か
協
議
を
重
ね

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な

見
通
し
に
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
は
、
経
費
節
減
と
有
権
者
に

分
か
り
や
す
い
施
設
へ
の
移
設

を
考
え
な
が
ら
、
投
票
所
の
環

境
を
良
く
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、
地
元

住
民
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

投
票
所
の
集
約
を
推
進
す
る
。

　
　
　

四
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
「
わ
が
ま
ち
の
未
来
図
」
の

な
か
で
、
市
長
の
言
葉
と
し
て

「
職
員
の
意
識
改
革
と
行
財
政

改
革
が
不
可
欠
だ
」
と
言
っ
て

い
る
。
市
長
を
は
じ
め
職
員
は
、

世
の
中
に
も
っ
と
も
っ
と
敏
感

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
目
線
は
市
民
の
方
に
向

い
て
い
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ
議

員
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
二

つ
の
改
革
を
伺
う
。

①
本
市
の
本
年
度
末
の
債
務
残

高
（
借
金
２
４
０
億
円
余
り
）、

自
主
財
源
（
収
入
約
１
０
６
億

円
）（
歳
出
約
２
３
０
億
円
）
で

各
種
事
業
を
実
施
。

②
債
務
残
高
の
削
減
計
画
。

　
　
　

職
員
の
意
識
改
革
は
、

取
り
組
み
と
し
て
各
階
層
別
の

研
修
、
専
門
的
な
研
修
の
充
実
、

職
員
提
案
制
度
や
人
事
評
価
制

度
お
よ
び
自
己
申
告
書
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
、

政
策
形
成
能
力
の
強
化
、
接
遇

や
専
門
知
識
・
技
術
の
向
上
お

よ
び
職
員
の
能
力
発
揮
・
能
率

の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。
財

政
改
革
で
は
、
国
の
作
成
指
針

を
受
け
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
・

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作
成
し
、

公
表
し
て
い
る
。
起
債
残
高
の

削
減
は
、
公
債
費
の
財
政
負
担

を
考
慮
し
た
財
政
運
営
に
努
め

て
い
く
。

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

と

質

答 弁

問

一般質問項目表代表質問

●緊急経済対策について
・新庁舎建設について
・学校再編計画について
●農林業の振興について
・ごみ処理について
●選挙投票所の集約について
・燧望苑の運営と旧火葬場跡地の整備について
・姉妹都市交流について

・地域コミュニティの復活について
・社会的弱者に対して優しい人材の育成について
・企業誘致について
・農業の活性化について
●職員の意識改革と行財政改革について
・子育て支援の見直しについて
・医療費助成の充実について
・「コンパクトシティ」について

・国の補正予算について
・合併特例債について
・「がんばれ観音寺応援寄附金」について
●定額給付金と子育て応援特別手当について
●伊吹島ののりあいバスについて
・ごみについて
・斎場について

・平和への取り組みについて
・幼・小・中学校の統廃合について
●介護保険・新認定制度について
・通学路の交通安全対策について
・粟井川の護岸維持工事について
・阪大微生物病研究会の新工場建設に伴う地元雇用について

・負担金について
・市町合併の検証について
●食育について
・水道事業について

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

選
挙
投
票
所
の
集
約
に
つ
い
て

職
員
の
意
識
改
革
と
行
財
政

改
革
に
つ
い
て

代
表
質
問

質
問 政

新
ク
ラ
ブ

佐

伯

　

芳

信

新
政
ク
ラ
ブ原

　

俊

博

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

●印については、質問と答弁の内容を次ページ以降に掲載しています。

政新クラブ

佐 伯 芳 信

新政クラブ

原 　 俊 博

公 明 党

安 藤 忠 明

日本共産党

安 藤 清 高

社会民主党

篠 原 重 寿

個人質問

・子育て支援について

●市民の声について

・ＥＭ事業について

・個人情報の保護に関する市の対応について

・財政について

・新型インフルエンザ対応策について

●監査について

●観音寺市都市計画マスタープランについて

●自治基本条例について

・保育行政について

・裁判員制度の効用について

●職員採用試験における民間人試験官の登用について

・豊浜・大野原地区の地域マネージャーについて

・入札制度の透明性と予定価格の公表について

・オンブズマン制度の現状について

・粟屋堂之岡線と善通寺大野原線について

・内環状道路の今後の展望について

・ごみの一戸当たり５００円の補助金について

・新斎場の現状と問題点について

・定額給付金と効果（市内経済の活性化）について

・新型インフルエンザと今後の感染症対策について

・観光の現状について

・街のにぎわい創出について

・平成20年度決算の状況について

・快適な環境づくり対策について

●地元業者への工事発注と雇用対策について

（政新クラブ）
大 矢 一 夫

（政新クラブ）
大 賀 正 三

（政新クラブ）

大久保　敏

（政新クラブ）

高 橋 照 雄

（新政クラブ）

藤田　芳種

（政新クラブ）

大平　直昭

（公　明　党）

石山　秀和

（政新クラブ）
黒川健太郎

●第一次補正予算の運用について

・小規模修繕工事登録者制度について

・医療費の中学卒業までの無料化について

・のりあいバスの時刻表について

・介護保険、新認定について

（日本共産党）

津田　泰男

（政新クラブ）
井下　尊義

▲整備された森林

　平成２１年第３回臨時会が５月２９日招集さ
れ、１日の会期で開かれました。
　観音寺市税条例の一部を改正する条例な
どの専決処分３件、議員の報酬に関する条
例の一部改正、市長の給与に関する条例の
一部改正など４件、特別会計の補正予算が
３件、計１０議案が提出され、原案のとおり
可決されました。

２９日招集・会期１日

一般会計補正予算など原案可決

委員の推薦に同意しました

67

　平成２１年第４回定例会が６月９日招集さ
れ、２５日までの17日間の会期で開かれまし
た。
　白川市長から一般会計補正予算として、
歳入歳出予算の総額に４億４,１２５万１千円
を追加し、総額を２３４億９,１２５万１千円と
することのほか、特別会計補正予算２件な
ど計９議案が提出され、議案の提案理由の
説明がありました。
　１５・１６日の２日間、各会派・党による代
表質問と個人質問が行われ、市当局の考え
をただしました。議案は総務・建設経済・
文教民生の各常任委員会にそれぞれ付託さ
れ、１７日から１９日にかけて各常任委員会を
開催し、慎重に議案などの審議を行いまし
た。最終日の２５日、各常任委員会の委員長
から付託された議案などの審議結果の報告
があり、採決の結果すべての市長提出議案
を承認・可決しました。また、最終日に、
議会基本条例の制定などが議員より提案さ
れ、原案のとおり可決されました。
　なお、請願・陳情および審議結果につい
ては、１１ページ「審議した議案等とその結
果」のとおりです。

９日招集・会期１７日間

5月臨時会の主な内容

6月定例会の主な内容

議員の報酬・市長の給与に関する
条例の一部改正など原案可決

○人権擁護委員

　西山　節子（６０歳）　出作町

　廣畑須美子（６８歳）　豊浜町



6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

市
民
の
声
に
つ
い
て

大

矢

　

一

夫

質
問

職
員
採
用
試
験
に
お
け
る
民
間

人
試
験
官
の
登
用
に
つ
い
て

藤

田

　

芳

種

質
問

自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

大

平

　

直

昭

質
問

観
音
寺
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

大

賀

　

正

三

質
問

　
　
　

定
額
給
付
金
と
子
育
て

応
援
特
別
手
当
の
現
状
と
、
全

市
民
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　

定
額
給
付
金
は
９３
％
の

市
民
が
受
け
取
り
、
残
り
１
、

６
０
４
人
で
あ
る
。
子
育
て
手

当
は
９５
％
が
給
付
済
み
で
、
残

り
４２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

給
付
金
は
、
７
月
以
降
に
未

申
請
で
あ
る
旨
の
お
知
ら
せ
を

し
、
子
育
て
手
当
は
、
５
月
下

旬
に
未
申
請
者
に
再
度
の
通
知

を
し
て
い
る
。
と
に
か
く
市
に

連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

力
を
尽
く
し
て
給
付
す
る
。

　
　
　

伊
吹
島
の
の
り
あ
い
バ

ス
が
走
り
始
め
て
２
年
に
な
る
。

島
民
の
足
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
が
、
よ
り
充
実
す
る
た
め
に
、

島
か
ら
の
船
の
出
発
に
合
わ
せ

て
乗
り
場
ま
で
走
っ
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
土
曜
日
に
も
運

行
で
き
な
い
か
。

　
　
　

住
民
の
要
望
と
し
て
、

下
り
の
船
の
便
に
合
わ
せ
た
運

行
と
土
曜
日
に
も
走
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
声
に
応
え
て
、
平
成

２２
年
４
月
か
ら
実
施
の
方
向
で

計
画
を
作
成
中
で
あ
る
。

 
 
 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
た
め
に
は
「
要
支
援

１
・
２
」
か
「
要
介
護
１
〜
５
」

の
ど
れ
か
に
該
当
し
、
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
き
、
電

算
に
よ
る
一
次
判
定
を
経
て
、

認
定
審
査
会
の
二
次
判
定
で
要

介
護
が
決
ま
る
。
し
か
し
、
４

月
か
ら
の
判
定
改
悪
は
、
①
利

用
者
へ
の
聞
き
取
り
項
目
を
減

じ
た
。
②
介
護
が
必
要
と
判
断

す
る
基
準
を
狭
く
し
た
。
③
審

査
会
の
役
割
を
引
き
下
げ
た
。

な
ど
、
認
定
基
準
が
軽
度
化
さ

れ
て
い
る
。
も
し
、
判
定
で
軽

く
な
っ
て
、
今
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
い
と
、
生
活
が
で

き
な
く
な
る
不
安
が
あ
る
。
本

市
の
現
状
を
伺
う
。

 
 
 

要
介
護
認
定
者
数
は
、

平
成
１９
年
２
、
３
９
２
人
、
平

成
２０
年
２
、
４
２
３
人
、
平
成

２１
年
２
、
５
３
０
人
と
な
っ
て

い
る
。
新
制
度
で
の
介
護
認
定

の
現
状
は
、
更
新
申
請
者
２
３

４
人
、
そ
の
う
ち
更
新
前
に
比

べ
重
度
に
な
っ
た
人
７５
人
、
軽

度
に
な
っ
た
人
３４
人
、
変
わ
ら

な
か
っ
た
人
１
２
５
人
と
な
っ

て
い
る
。

 

利
用
者
に
、
引
き
続
き
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
可
能
と
す
る
観

点
と
、
見
直
し
後
に
経
過
的
な

措
置
を
実
施
で
き
る
こ
と
か
ら
、

経
過
措
置
希
望
調
書
を
更
新
申

請
時
に
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。

 
 
 

人
の
体
は
、
生
活
ス
タ

イ
ル
や
健
康
に
大
き
く
影
響
さ

れ
、
中
で
も
食
生
活
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
県
が
推
進
し
て
い

る
「
食
育
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
踏
ま
え
た
上
で
伺
う
。

①
食
育
推
進
計
画
の
策
定
予
定 

は
。
②
計
画
に
つ
い
て
の
基
本
的
考 

え
方
は
。

③
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
（
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
）
実
態
と
今
後

の
活
用
は
。

④
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
食
育
と 

は
何
か
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
第
一
と
考
え
る
。
６
月
の

食
育
月
間
や
毎
月
１９
日
の
か
が

わ
食
育
の
日
な
ど
、
食
育
の
認

識
度
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み

実
態
は
。

　
　
　

①
栄
養
の
偏
り
か
ら
肥

満
や
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て

い
る
。
健
康
増
進
計
画
の
見
直

し
の
中
で
、
食
育
に
関
す
る
計

画
を
盛
り
込
む
予
定
。

②
地
産
地
消
の
推
進
、
市
民
参

加
型
の
推
進
計
画
が
必
要
。

③
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と

の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
「
西

讃
地
区
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
設
立
（
平
成
１８
年
８
月
）
。

④
食
育
月
間
中
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
通
じ
広
報
活
動
を
実

施
。
西
讃
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
共
催
し
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー

に
お
い
て
、
食
育
と
関
連
し
た

地
元
の
魚
を
使
っ
た
試
食
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
。

　
　
　

昨
年
度
、
市
長
お
よ
び

市
へ
の
手
紙
・
メ
ー
ル
な
ど
で
、

意
見
や
要
望
な
ど
合
計
で
２
３

１
件
、
そ
の
う
ち
匿
名
が
４９
件

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

内
容
と
対
応
は
ど
の
よ
う
に
さ

れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
匿
名

に
対
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

手
紙
の
内
容
は
、
生
活

保
護
や
税
、
ご
み
、
教
育
、
道

路
お
よ
び
農
地
な
ど
生
活
に
密

着
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
。
ま

た
、
電
子
メ
ー
ル
で
は
、
ご
み
、

教
育
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

意
見
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

市
長
へ
の
手
紙
や
電
子
メ
ー

ル
な
ど
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な

ど
に
対
し
て
は
、
住
所
や
氏
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
記
載
が
あ

る
も
の
は
、
担
当
課
に
通
知
や

転
送
し
て
解
決
策
を
協
議
し
た

後
、
本
人
に
回
答
し
て
い
る
。

　

匿
名
の
手
紙
や
ア
ド
レ
ス
の

な
い
電
子
メ
ー
ル
は
、
回
答
を

送
り
た
く
て
も
送
れ
ま
せ
ん
が
、

担
当
課
に
通
知
し
、
市
民
か
ら

の
意
見
を
周
知
し
た
り
、
解
決

策
を
協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
住
所
や
氏
名
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
市
民
の
意
見
を
幅

広
く
聞
か
せ
て
欲
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　

中
心
市
街
地
の
将
来
像

と
し
て
、
駅
周
辺
の
開
発
や
駅

南
北
の
交
流
を
掲
げ
て
い
る
が
、

Ｊ
Ｒ
の
線
路
に
よ
っ
て
南
と
北

に
分
断
さ
れ
て
い
る
駅
周
辺
の

開
発
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
思

う
。
市
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
構
想
を
描
い
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
南
部
地
域
の
活
性
化

で
大
野
原
中
央
公
園
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
る
が
、
経
費
節
約
を
す

る
あ
ま
り
、
今
あ
る
立
派
な
舞

台
や
設
備
が
使
用
で
き
な
い
の

で
は
と
い
う
不
安
の
声
が
聞
こ

え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　

指
摘
の
よ
う
に
、
本
市

に
お
い
て
最
大
の
課
題
は
、
軌

道
に
よ
る
市
街
地
の
分
断
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
る
求
心
力
の
低

下
で
あ
る
。
駅
周
辺
の
具
体
的

な
構
想
と
し
て
は
、
従
来
か
ら

検
討
を
重
ね
て
い
る
駅
舎
の
橋

上
化
や
駅
前
広
場
の
整
備
に
よ

る
南
北
の
交
流
な
ど
、
今
後
も

長
期
的
視
点
に
立
ち
Ｊ
Ｒ
西
日

本
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
く
。

　

大
野
原
中
央
公
園
は
、
節
電

対
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
舞

台
照
明
は
発
電
機
な
ど
の
対
応

で
、
従
来
ど
お
り
使
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

　
　
　

①
市
役
所
は
、
若
い
人

に
と
っ
て
魅
力
的
な
エ
リ
ー
ト

の
職
場
に
な
っ
た
が
、
透
明
性
、

公
開
性
の
原
則
か
ら
民
間
人

（
一
般
市
民
）
を
一
人
、
試
験
官

に
入
れ
な
い
か
。

②
他
市
で
は
、
市
役
所
に
入
る

に
は
、
ど
こ
か
に
頼
ん
だ
り
、

何
ら
か
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
か
一
般
的
に
う
わ

さ
話
を
聞
く
。
ま
た
、
具
体
的

に
そ
う
い
う
こ
と
を
話
す
人
も

い
る
が
、
透
明
性
の
見
地
か
ら

ど
う
か
。

③
裁
判
員
制
度
と
の
バ
ラ
ン
ス
。

裁
判
は
、
有
罪
に
な
れ
ば
死
刑

に
す
ら
な
る
。
こ
れ
は
「
市
民

が
参
加
す
る
こ
と
で
市
民
の
視

点
、
感
覚
が
裁
判
（
採
用
試
験
）

に
反
映
さ
れ
、
裁
判
（
市
役
所
）

が
身
近
に
な
り
、
司
法
（
市
採

用
試
験
）
に
対
す
る
理
解
と
信

頼
性
が
深
ま
る
」
と
考
え
る
が
。

④
市
民
が
だ
め
な
ら
、
市
内
部

か
ら
若
い
職
員
を
採
用
し
た
ら

ど
う
か
。
共
に
働
く
仲
間
を
自

ら
選
ぶ
こ
と
に
な
り
、
や
る
気

に
も
つ
な
が
る
。

　
　
　

②
ど
ん
な
噂
か
知
ら
な

い
。
公
明
正
大
に
や
っ
て
い
る
。

③
裁
判
員
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
論

に
つ
い
て
は
答
弁
な
し
。

①
④
一
般
市
民
を
試
験
官
に
採

用
と
か
、
市
役
所
内
部
か
ら
の

試
験
官
採
用
は
検
討
し
て
き
た
。

職
場
適
応
性
の
判
断
の
視
点
、

あ
る
い
は
二
次
面
接
で
は
集
団

討
論
の
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　

本
市
の
総
合
振
興
計
画

に
お
い
て
、
地
域
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
に
関
す
る
総
合
的

な
指
針
と
な
る
「
自
治
基
本
条

例
」
の
制
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
取
り
組
み
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
伺
う
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
多
く
の
先
進
地
の
よ
う
に
、

市
民
が
主
に
な
っ
て
条
例
の
中

身
を
考
え
る
検
討
委
員
会
な
ど

を
立
ち
上
げ
、
制
定
し
て
い
く

や
り
方
が
い
い
と
考
え
る
が
、

そ
の
点
は
ど
う
か
。

89

定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援

特
別
手
当
に
つ
い
て

伊
吹
島
の
の
り
あ
い
バ
ス
に

つ
い
て

公
明
党

安

藤

　

忠

明

介
護
保
険
・
新
認
定
制
度
に

つ
い
て

日
本
共
産
党

安

藤

　

清

高

質
問

質
問

食
育
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

篠

原

　

重

寿

個
人
質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

▲ 伊吹島（真浦港）

▲大野原中央公園



　
　
　

市
民
の
一
体
化
の
醸
成

を
図
り
、
条
例
制
定
の
市
民
の

機
運
を
高
め
て
い
き
な
が
ら
進

め
て
い
る
が
、
進
ち
ょ
く
状
況

と
し
て
は
、
ま
だ
準
備
段
階
で

あ
る
。

　

制
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
も
、
質
問
の
よ
う
な
検
討

委
員
会
な
ど
の
立
ち
上
げ
も
一

つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

市
民
と
議
会
と
行
政
が
協
働
で

知
恵
を
絞
り
、
こ
れ
か
ら
の
自

治
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
は
、

大
変
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
今

後
も
市
民
と
対
話
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

今
、
わ
が
国
で
は
世
界

中
が
不
況
の
な
か
、
景
気
浮
揚

対
策
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
政
策

や
事
業
な
ど
を
打
ち
出
し
、
県

に
お
い
て
も
全
力
を
挙
げ
る
と

の
報
道
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本

市
に
お
い
て
も
国
・
県
の
動
向

や
経
済
・
金
融
の
状
況
を
的
確

に
と
ら
え
、
市
の
か
じ
取
り
を

推
し
進
め
て
ほ
し
い
。
特
に
工

事
費
の
関
係
で
は
、
地
場
産
業

の
育
成
の
観
点
か
ら
、
地
元
業

者
へ
の
工
事
の
前
倒
し
発
注
と

雇
用
対
策
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

　
　
　

建
設
業
は
、
地
域
産
業

の
中
核
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
認
識
を
し
て

い
る
。
発
注
状
況
は
、
予
定
計

画
を
早
い
段
階
で
把
握
、
本
年

度
は
国
の
緊
急
総
合
対
策
を
視

野
に
入
れ
、
可
能
な
限
り
前
倒

し
、
施
策
効
果
の
高
い
も
の
を

優
先
的
に
発
注
し
た
い
。
地
元

業
者
へ
の
発
注
は
、
特
殊
な
も

の
を
除
き
、
可
能
な
限
り
地
元

企
業
へ
の
受
注
機
会
の
拡
大
に

努
め
る
。
ま
た
、
雇
用
対
策
は
、

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
を
活
用
し
、
本
年
度
か
ら
３

年
間
雇
用
の
創
出
を
図
る
。

　
　
　

今
回
の
臨
時
交
付
金
事

業
で
は
、
幼
稚
園
施
設
な
ど
の

改
修
、
市
道
の
修
繕
や
樹
木
の

剪
定
（
せ
ん
て
い
）
、
雑
草
の

刈
り
取
り
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
工
事
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
な
ど
の
住
民
要
求
を
取
り

入
れ
、
地
域
活
性
化
交
付
金
を

大
い
に
活
用
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。
交
付
金
は
、
実
施
計
画

を
要
望
し
た
自
治
体
に
交
付
さ

れ
る
と
あ
る
。
ま
た
、
本
市
は

５
億
６
千
万
円
を
試
算
額
に
算

定
と
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
本
市

も
事
業
例
を
示
し
、
概
算
し
て

交
付
金
を
要
望
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　
　
　

今
回
の
地
域
活
性
化
交

付
金
事
業
で
は
、
幼
稚
園
施
設

に
つ
い
て
も
予
算
要
求
の
準
備

を
し
て
い
る
。
柞
田
幼
稚
園
の

改
修
は
、
今
後
の
統
廃
合
で
の

整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
幼
稚

園
の
改
修
は
、
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
り
、
私
有
地
と
借
用

地
の
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
簡

単
に
は
い
か
な
い
。
他
の
交
付

金
事
業
の
活
用
で
は
、
事
業
要

望
な
ど
の
集
約
を
検
討
中
で
あ

る
。

　
　
　

①
現
在
、
行
政
が
す
べ

き
事
務
事
業
が
民
間
に
委
託
さ

れ
て
い
る
件
数
と
補
助
金
支
出

先
お
よ
び
金
額
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
ま
た
、
そ
の
監
査
は
ど
の

よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

②
平
成
３
年
に
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、
新
た
に
監
査
委
員

の
職
務
に
行
政
監
査
が
付
け
加

え
ら
れ
た
。
市
の
行
政
全
般
に

つ
い
て
、
事
務
の
執
行
が
公
正

で
能
率
的
に
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
組
織
に
合
理
性

が
あ
る
の
か
を
監
査
す
る
行
政

監
査
が
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ

れ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

　
　
　

①
補
助
金
を
支
出
し
て

い
る
各
種
団
体
は
約
５
０
０
団

体
あ
り
、
金
額
は
約
７
億
円
で

あ
る
。
補
助
金
の
申
請
書
、
決

算
書
は
各
課
に
お
い
て
確
認
し

て
お
り
、
監
査
で
は
定
期
監
査

時
に
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
る
。

②
定
期
監
査
時
に
各
課
に
、
職

員
の
事
務
分
担
表
や
年
間
事
務

事
業
の
計
画
、
懸
案
事
項
、
委

託
料
お
よ
び
補
助
金
の
調
書
な

ど
の
提
出
と
説
明
を
求
め
る
方

法
で
、
行
政
監
査
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
実
施
し
て
い
く
方
法

な
ど
を
検
討
し
た
い
。

答
弁

答
弁

答
弁

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

第
一
次
補
正
予
算
の
運
用
に

つ
い
て

質
問

津

田

　

泰

男

監
査
に
つ
い
て

質
問

井

下

　

尊

義

　本市議会では、本会議の録画映像をイ

ンターネット配信しています。いつでも

ご覧いただけますので、ご利用ください。

http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

答
弁

地
元
業
者
へ
の
工
事
発
注
と

雇
用
対
策
に
つ
い
て

黒

川

　

健

太

郎

質
問

観音寺市議会基本条例が制定されました

観音寺市議会基本条例の目次

　本市議会では、議長の諮問機関として平成２０年３月４日「議会改革検討プロジェクト」を設置し、議会改革

の一つとして議会基本条例の制定に関する調査・研究を進めてきました。この議会基本条例が平成２１年６月２５

日の本会議（最終日）に議員提出議案として上程され、全員の賛成により可決されました。

前文、第１章 総則、第２章 議会及び議員の活動原則、第３章 市民と議会の関係、第４章 議会と行政の

関係、第５章 自由討議の保障、第６章 委員会の活動、第７章 議会及び議会事務局の体制整備、第８章 

議員の政治倫理・身分及び待遇、第９章 最高規範性と見直し手続

※議会基本条例の制定は、県下の自治体で２番目（宇多津町は今年４月施行）。
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審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

※市長提出議案

専決処分の承認について（観音寺市税条例等の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

観音寺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について

観音寺市長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正について

観音寺市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について

平成２１年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）

※市長提出議案

平成２０年度財田川防災組合一般会計歳入歳出決算認定について

観音寺市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

観音寺市公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協定の締結について

負担付寄附の受納について（土地）

負担付寄附の受納について（寄附金）

平成２１年度観音寺市一般会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２１年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

※請願・陳情

北朝鮮の核実験に対して実行性の高い手段を講じることを強く要望する意見書の提出を求める請願

Googleマップ「ストリートビュー」に関する規制及び法整備を求める意見書の採択を求める陳情

※議員提出議案

観音寺市議会基本条例の制定について

地方自治法第１８０条第１項に基づく観音寺市長専決処分事項の一部改正について

※意見書案

北朝鮮の核実験に抗議し実効性の高い措置を講ずることを求める意見書

Googleマップ「ストリートビュー」に関する規制及び法整備を求める意見書

承　　認

〃

　　　　　　〃（反対２人）

原案可決

〃

〃

　　　　　　〃（反対４人）

〃

〃

〃

認　　定

原案可決

同　　意

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

採　　択

〃

原案可決

〃

原案可決

〃

議　　　　案　　　　名 審議結果

議　　　　案　　　　名 審議結果

●第３回（５月）臨時会

●第４回（６月）定例会

平成２１年 第５回観音寺市議会定例会は９月の予定です。本会議はだれでも傍聴できます。

議会だより編集委員会
議会からのお知らせ

皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

◆ 委 員 長　大矢　一夫　　　◆ 副委員長　森谷　政義

◆ 委　　員　大久保　敏　　　◆ 委　　員　津田　泰男

◆ 　 〃 　　石山　秀和　　　◆ 　 〃　　　大平　直昭



音楽の楽しさを伝えたい大きな選手にびっくり
　高室小学校体育館で男子プロバスケットボール・

ｂｊリーグの高松ファイブアローズの「スクールキ

ャラバン」がありました。シュート練習やパス競争

などの後、大きな選手たちを相手に交流試合。児童

たちが選手をかわしてゴールを奪うと、大きな歓声

が上がっていました。

６
２２ 水遊びを楽しんだよ
　常磐幼稚園の園児たちが、常磐小学校のプールで

水遊びをしました。友だちと水掛けをしたり、頭か

ら水に潜ったり。水中のフラフープの輪をくぐる園

児やバタ足で上手に泳ぐ園児もいて、ことし初めて

の水の感触を楽しんでいました。

６
１９ 尾頭付きの魚をきれいに食べました

６
１９

６
１９

６
１８

６
１８

交通ルールを再確認

　観音寺幼稚園で地域の老人会の人たちとの交流会

がありました。６月生まれの園児の誕生会の後、歌

をプレゼントしたり一緒にゲームを楽しんだり。じ

ゃんけんゲームでは、老人会の人たちと園児がペア

になり、肩たたきをしたり、抱っこされたりして触

れ合いを楽しんでいました。

楽しく触れ合い交流会
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▲ じゃんけんゲームは楽しいなあ

　青年海外協力隊で細川莉紗さん（柞田町）がシリ

アへ派遣されることになり、出発を前に白川市長を

訪問しました。「音楽指導と現地教員の育成に協力し

たい。シリアのことを知れば知るほど素晴らしい所

だと思うようになりました」と細川さんが意気込み

を語ると「音楽に国境はありません。現地の役に立

ってください」と市長が激励しました。

▲ アラビア語を勉強中です▲ 楽しく交流しました

　観音寺地域の児童生徒たちが、食育の日に合わせ

て「はしを上手に使って魚をきれいに食べよう」に

取り組み、尾頭付きの魚をはしで食べました。観音

寺中学校の生

徒たちは「ア

ジの三杯酢」

に挑戦。栄養

士や給食担当

教諭などのア

ドバイスを受

け、はしの持

ち方や魚の食

べ方を見直し

ていました。

７
７ 4年連続出場を果たす７

７ 有明浜海水浴場で初泳ぎ

７
６ 趣味は詩吟などを歌うこと

　有明浜海水浴場で海開きがあり、海の安全を願う

神事の後、観音寺南小学校の２年生７４人が初泳ぎを

楽しみました。児童たちは準備体操を終えると、わ

れ先にと海に走

り込み、水に潜

ったり、友だち

と水を掛け合っ

たり。大きな歓

声を上げながら、

プールとは違う

水の感触を楽し

んでいました。

　この日、１００歳を迎えられた大西千代子さん（大

野原町大野原）を白川市長が訪問し、長寿を祝いま

した。大西さんは、戦争で夫を亡くした後、女手一

つで４人の子どもを育て上げたそうです。趣味は詩

吟や民謡、ご詠歌などを歌うこと。手拍子に合わせ

て「岸壁の母」「皆の衆」を張りのある美しい声で披

露してくれました。

　豊浜南部広場で高齢者交通安全教室があり、豊浜

長寿会の会員６０人が参加しました。県交通安全教育

隊や市交通指導

員が、交差点で

の自転車の右折

は２回に分けて

するなど、交通

安全で注意する

ことの具体的な

例を説明。参加

者は、道路や交

差点での通行方

法や交通ルール

を再確認してい

ました。

▲ 出発時は後ろの確認も忘れずに

▲ ボールの投げ合いを楽しむ

▲ 水しぶきを上げて初泳ぎ

▲ はしの持ち方を教わりました

歌は体に良く、元気の源です▲

▲選手：薦田大地、多田豊和、秋山竜太、多田一基、
　合田樹（６年生）＜敬称略・順不同＞

　第44回交通安全子ども自転車大会で豊浜小学校が

４年連続で優勝し、白川市長に８月に開催される全

国大会への出場を報告しました。交通規則などの問

題に答える学科テストとジグザグ走行などの運転技

術を競う実技テストで競争。選手を代表して秋山竜

太さんが「日

本一を目指し

て頑張ります」

と決意を述べ

ました。



学校教育課　☎ ２３－３９３８

　教育委員会や学校、家庭、読書活動に携わ

る団体、図書館などが連携して、子どもの読

書を応援し「子ども読書の街」づくりに取り

組みます。 

幼
児
○

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
で
の
読
み
聞
か
せ

　
　

○

親
子
で
読
書

　
　

○

保
育
所
や
幼
稚
園
で
の
読
み
聞
か
せ

児
童
○

読
書
タ
イ
ム
の
実
施

生
徒
○

フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
の
す
す
め

　
　

○

小
・
中
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

　
　

○

学
級
文
庫
や
図
書
室
の
充
実

　
　

○

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
開
催

○

地
域
の
民
話
紙
芝
居
の
制
作
と
出
前
読
み
聞
か
せ

○

図
書
館
や
公
民
館
で
の
活
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
　

本
を
通
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
出
会
う
場
を
つ

く
り
、
読
書
で
つ
な
が
る
豊
か
な
人
づ
く
り
、
街
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

読
書
ま
つ
り

　
　

「
著
名
な
絵
本
作
家
と
語
ろ
う
」「
民
話
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
」「
親
子
で
絵
本
を
作
ろ
う
」「
児
童
生
徒
、

親
子
に
よ
る
読
書
発
表
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

読書が大好きな子どもを育てます読書が大好きな子どもを育てよう
子ども読書の街　観音寺、読書で広がる

人のわ、街のわ、心のわ
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こんにちは
平成２０年8月生まれ

こんにちはこんにちは

いつもかわいい笑顔あ
りがとう。健ちゃんは
みんなの宝物だよ！

お誕生日おめでとう！
優しい女の子になって
ね。

久保花菜子ちゃん

横 内 健 悟ちゃん

　満１歳の誕生月の子どもを掲載してい

ます。応募締切は誕生月の前々月の末日

まで（例：１０月号は８月３１日）で、応

募多数の場合は先着順になります。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 賢治さん　母 陽子さん

（大野原町青岡）

父 俊也さん　母 恵子さん

（豊浜町箕浦）

募集しています！！

１歳おめでとう。こと
しからパパに連れられ
て祭りデビュー楽しみ
だね！

ちゃん

両親からの
メッセージ

父 哲也さん　母 万里子さん

（八幡町三丁目）

い
つ
ま
で
も
現
役

井
下
登
美
子
さ
ん
（
大
野
原
町
花
稲
）

ま
た

わ

か　 な　　こ

けん 　ご いっ　 しん

宮 武 壱 心

14

押
し
花
教
室

み
ん
な
の
輪

　

平
成
９
年
に
発
足
し
た
押
し

花
教
室
は
、
花
が
大
好
き
な
仲

間
が
集
ま
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
１０
人
。
第
１
・
第
３
木

曜
日
の
午
後
７
時
３０
分
か
ら
２

時
間
程
度
高
室
公
民
館
で
、
宮

　

先
生
の
指
導
の
下
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
作
品
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

作
品
集
か
ら
自
分
の
作
り
た

い
図
柄
を
選
び
、
台
紙
に
乾
燥

さ
せ
た
花
な
ど
を
次
々
と
重
ね

て
い
き
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

も
の
を
密
封
し
、
空
気
を
抜
い

て
乾
燥
剤
を
入
れ
る
と
約
5
年

間
鮮
明
な
色
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。

　

き
れ
い
に
咲
き
誇
る
花
だ
け

で
な
く
、
近
く
の
道
端
で
見
つ

け
た
草
花
、
山
歩
き
で
集
め
た

落
ち
葉
や
小
枝
、
綿
な
ど
も
作

品
の
素
材
に
な
り
ま
す
。
普
通

な
ら
枯
れ
て
し
ま
う
植
物
が
色

鮮
や
か
に
生
き
続
け
、
み
ん
な

の
目
を
楽
し
ま
せ
る
作
品
に
生

ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。

　

は
が
き
サ
イ
ズ
の
作
品
な
ら

２
時
間
程
度
で
完
成
す
る
そ
う

で
す
が
、
地
区
の
文
化
祭
に
展

示
し
た
り
、
親
し
い
人
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
し
た
り
と
、
２
、

３
カ
月
か
け
て
大
作
を
制
作
し

て
い
ま
す
。「
贈
っ
た
と
き
の
喜

ぶ
姿
を
想
像
す
る
と
細
か
い
作

業
も
苦
に
な
ら
ず
、
完
成
が
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

押
し
花
に
興
味
の
あ
る
人
は

講
師
の
宮　

利
美
さ
ん
（
☎
２４

―
０
２
６
４
）
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

７
月
で
92
歳
に
な
っ
た
井
下

登
美
子
さ
ん
は
、
歌
手
の
氷
川

き
よ
し
が
大
好
き
な
、
明
る
く

パ
ワ
フ
ル
な
女
性
で
す

　

氷
川
が
同
郷
で
あ
る
こ
と
や

歌
の
う
ま
さ
、
人
間
性
に
ほ
れ

込
み
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
の

大
フ
ァ
ン
。
７
年
前
に
ツ
ア
ー

で
ハ
ワ
イ
旅
行
に
同
行
し
た
こ

と
を
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

食
事
は
、
若
い
時
か
ら
腹
八

分
目
を
心
掛
け
、
野
菜
や
肉
、

魚
な
ど
好
き
嫌
い
な
く
、
三
食

を
き
ち
ん
と
食
べ
ま
す
。
特
に

肉
が
大
好
き
で
、
昼
食
に
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
を
食
べ
る
こ
と
も
。

軽
い
運
動
を
す
る
こ
と
も
心
掛

け
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
毎
日
３
回

欠
か
し
ま
せ
ん
。
前
屈
す
る
と

手
の
ひ
ら
が
床
に
着
く
柔
ら
か

さ
。
目
が
良
く
、
新
聞
は
眼
鏡

な
し
で
読
む
そ
う
で
す
。

　

登
美
子
さ
ん
は
、
い
つ
も
明

る
く
前
向
き
で
す
。
長
い
人
生
、

つ
ら
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

プ
ラ
ス
思
考
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で

乗
り
切
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

「
明
る
く
陽
気
で
天
真
ら
ん

ま
ん
、
人
の
悪
口
や
悔
や
み
言

を
言
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な

い
」
と
長
年
の
友
人
が
話
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
一
番
の
元
気
の
秘

け
つ
は
、
や
は
り
「
氷
川
き
よ

し
」。次
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し

み
に
、
明
る
く
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
登
美
子
さ
ん
で
す
。

　

健
康
で
元
気
な
お
年
寄
り
を
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。

　

秘
書
課　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

本
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

読
書
を
通
し
て
市
民
の「
わ
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
げ
ま
し
ょ
う

大
人
が
読
書
文
化
を
伝
え
ま
し
ょ
う
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宅
地
等
介
在
農
地
の
固
定
資
産
�

　
評
価
と
税
額
が
変
わ
り
ま
す

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

家
の
庭
木
は
大
丈
夫
？

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 ＝種目 ＝参加費用

食事代負担額表

＝受付期間 ＝主催 ＝申込方法・申込先 ＝問合先

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
制
度

８
月
は
現
況
届
の
月

児
童
扶
養
手
当
･

　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当

困
っ
た
と
き
に
は

家
庭
児
童
相
談
･

母
子
自
立
支
援
･
女
性
相
談
を

問 問

問

　

市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
在
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
 

☎
２３
│

３
９
６
８

　

大
野
原
支
所
福
祉
保
健
係

　
　
　
　
　
 

☎
５４
│

５
７
０
０

　

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
係

　
　
　
　
　
 

☎
５２
│

１
２
０
４

　

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
 

☎
２３
│

３
９
６
２

　　

児
童
扶
養
手
当
は
、
母
子
家

庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
促
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制

度
で
す
。
ま
た
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
一

定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
子
ど

も
を
家
庭
で
見
て
い
る
場
合
に

受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
手
当
の
対
象
者
は
、
支

給
の
有
無
に
関
係
な
く
毎
年
８

月
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、

現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、

そ
の
年
の
８
月
以
降
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
本
人
が
窓
口
に
来
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
提
出
は
８

月
中
旬
の
予
定
で
す
。
受
給
者

に
は
、
８
月
上
旬
に
お
知
ら
せ

を
発
送
し
ま
す
。

支
給
日

児
童
扶
養
手
当

○

１２
月
１１
日
（
８
月
〜
１１
月
分
）

○

４
月
１１
日
（
１２
月
〜
３
月
分
）

○

８
月
１１
日
（
４
月
〜
７
月
分
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

○

１１
月
１１
日
（
８
月
〜
１１
月
分
）

○

４
月
１１
日
（
１２
月
〜
３
月
分
）

○

８
月
１１
日
（
４
月
〜
７
月
分
）

　

な
お
、
支
給
日
が
土
・
日
、

祝
日
の
場
合
は
、
前
日
に
な
り

ま
す
。

　

相
談
は
、
面
談
と
電
話
相
談

が
あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、

相
談
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談

　

子
ど
も
や
家
庭
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
り
ま
す
。

○

子
育
て
の
心
配
や
不
安

○

子
ど
も
が
学
校
へ
行
き
た
が

　

ら
な
い

○

言
葉
や
発
達
の
遅
れ

○

非
行

○

児
童
虐
待
な
ど

母
子
自
立
支
援

　

母
子
家
庭
や
寡
婦
が
抱
え
て

い
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
相
談

相
手
に
な
り
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
自
立
の
た

め
の
就
業
相
談
も
受
け
ま
す
。

女
性
相
談

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に

関
す
る
相
談
に
乗
り
ま
す
。

○

夫
の
暴
力

○

離
婚

○

浮
気
な
ど
家
庭
内
の
問
題

○

売
春
の
問
題
な
ど

専
用
電
話　

☎
２３
│

３
９
５
７

 

土
・
日
、
祝
日
、
年
末
年
始 

　

を
除
く
毎
日

 

家
庭
児
童
相
談
・
女
性
相
談

　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

　

母
子
自
立
支
援

　

午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

　

家
庭
児
童
相
談
室
、
母
子
相

　

談
室
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
 

☎
２３
│

３
９
６
２

日時所問

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
の
交
付

区　分
食事代
（1食分）

１カ月の自己
負担限度額

一　般 ２６０円４４,４００円

区分Ⅱ

過去１２カ月の合
計入院日数が９０
日以内の場合

過去１２カ月の合
計入院日数が９０
日を超える場合

区分Ⅰ

１６０円

２４,６００円

１００円１５,０００円

２１０円

　

平
成
２１
年
度
の
住
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
の
人
は
、
申
請
す

る
と
８
月
１
日
以
降
適
用
の
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

入
院
時
に
、
こ
の
認
定
証
を

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示

す
る
と
、
一
部
負
担
金
や
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
療
養
病
床
に
入
院
し

て
い
る
人
は
、
食
事
代
の
負
担

額
な
ど
が
左
表
と
異
な
り
ま
す

の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○

被
保
険
者
証

○

印
鑑

○

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
現
在
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人
）

○

現
在
「
区
分
Ⅱ
」
の
認
定
証

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
過
去

１２
カ
月
の
う
ち
「
区
分
Ⅱ
」

の
認
定
を
受
け
て
い
た
期
間

の
入
院
日
数
が
９０
日
を
超
え

て
い
る
場
合
は
、
入
院
日
数

を
確
認
で
き
る
領
収
書
な
ど

○

本
人
ま
た
は
世
帯
員
が
、
平

成
２１
年
１
月
１
日
に
市
内
に

在
住
し
て
い
な
い
場
合
は
平

成
２１
年
度
の
非
課
税
証
明
書

　

健
康
増
進
課
医
療
係

　
　
　
　
 
 
☎
２３
│

３
９
２
７

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療

 
 
 
 
 

広
域
連
合
事
務
局

 

☎
０
８
７
―

８
１
１
―

１
８
６
６

　

転
用
許
可
を
受
け
た
農
地
（
宅

地
等
介
在
農
地
）
に
対
す
る
固

定
資
産
税
は
「
固
定
資
産
評
価

基
準
」
の
規
定
で
、
現
在
農
地

と
し
て
利
用
し
て
い
て
も
、
転

用
後
の
土
地
の
地
目
に
準
じ
て

課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
も
、
平
成
２２
年
度
か
ら

宅
地
等
介
在
農
地
と
し
て
課
税

す
る
予
定
で
す
。

　

過
去
に
転
用
許
可
を
受
け
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在

も
農
地
で
あ
る
土
地
は
、
転
用

目
的
が
住
宅
建
設
な
ど
の
場
合

は
宅
地
に
準
じ
た
課
税
に
、
駐

車
場
な
ど
の
場
合
は
雑
種
地
に

準
じ
た
課
税
に
な
り
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
用
申
請
時
か
ら
計

画
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
速

や
か
に
工
事
を
し
て
登
記
地
目

を
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。
転
用

の
計
画
が
な
く
な
っ
た
場
合
は

農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
 

 

☎
２３
│

３
９
２
２

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
 

☎
２３
│

３
９
４
８

 

建
設
課
管
理
係

 
 
 
 
 
 

☎
２３
│

３
９
３
５

　

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
で
す
。
ま
た
、
８
月
１０
日

は
「
道
の
日
」
で
す
。

　

共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
の

役
割
や
重
要
性
を
理
解
し
て
、

い
つ
も
き
れ
い
に
、
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

　

建
設
課
管
理
係

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
３
５

　

庭
木
の
緑
は
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
も
の
で
す
が
、
枝
葉
が

伸
び
て
道
路
上
に
出
る
と
、
歩

行
者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
標
識
な
ど
の
確

認
が
で
き
ず
に
、
交
通
事
故
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

庭
木
や
生
け
垣
な
ど
を
管
理

し
て
い
る
人
は
、
道
路
に
出
て

い
る
枝
の
剪
定
（
せ
ん
て
い
）

を
定
期
的
に
す
る
な
ど
し
て
、

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

市の審議会などへの女性の登用状況調べ

区
分
Ⅱ
＝
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人
／
区
分
Ⅰ
＝
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
で
、
世
帯
員
の
各
所
得
が
必
要

経
費
や
控
除
を
差
し
引
く
と
０
円
に
な

る
人

問申主受料種持数対内講所時

審議会などへの

女性委員の登用率は？

企画課男女共同参画推進室

☎ 23－3917

男女共同参画

 　

市
の
意
思
決
定
に
参
画
す
る

場
の
一
つ
で
あ
る
審
議
会
な
ど

の
女
性
委
員
の
割
合
は
、
徐
々

に
上
昇
し
て
は
い
ま
す
が
、
ま

だ
低
い
の
が
現
実
で
す
。「
人
口

の
半
分
は
女
性
な
の
に
、
女
性

比
率
が
低
い
原
因
は
…
？
ど
う

す
れ
ば
目
標
を
達
成
で
き
る
か

…
？
」
あ
な
た
は
、
ど
う
考
え

ま
す
か
？

○

男
性
に
依
存
し
て
い
る
女
性
に
も

原
因
が
あ
る
。

○

女
性
が
女
性
の
足
を
引
っ
張
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。

○

各
種
団
体
の
代
表
者
を
あ
て
職
と

し
て
選
任
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

○

再
任
回
数
を
限
定
す
る
。

○

ク
オ
ー
タ
制
（
＊
）
を
導
入
す
る
。

（
＊
）男
女
の
ど
ち
ら
の
性
に
も
偏
ら

な
い
よ
う
に
比
率
を
定
め
る
方
法

審議会数

総　数
女性委員�
のいる�
審議会数

女性委員�
のいない�
審議会数

女性委員�
のいない�
審議会の�
比率

目標値

３１ ２２ ９ ２９.０% １０.０%

審議会委員 ３９３ ４８ ３４５ １２.２% ２０.０%

目標値
女性委員�
の比率

男　性女　性総　数
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平
和
祈
念
の
黙
と
う
を

　
　
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

平
成
２１
年
度
総
合
防
災
訓
練

平
成
２１
年
度
市
民
講
座

作
品
展
・
合
同
芸
能
発
表
会

市 役 所 か ら の お 知 ら せ

＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 ＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝申込方法・申込先 ＝問合先

合
併
地
域
振
興
事
業
　

創
ろ
う
！
　

街
の
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

指
定
ご
み
袋

再
度
、

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い

観
音
寺
エ
コ
・
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
�

　
　
　
　
　
　
　
認
定
証
を
交
付

市
職
員
募
集

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

時時

主

所

時

申 数受
 

秘
書
課　
 

☎
２３
│

３
９
１
５

　

試
験
案
内
は
、
総
合
案
内
所

（
本
庁
１
階
）
、
秘
書
課
（
本
庁

３
階
）
、
各
支
所
市
民
係
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
R
L

　

一
次
試
験
９
月
２０
日
（
日
）

　

一
般
事
務
＝
５
人
、
看
護
師

　

＝
１
人
、
保
育
士
・
幼
稚
園 

　

教
諭
＝
４
人

　

８
月
１４
日
（
金
）
ま
で

　

試
験
申
込
書
と
受
験
票
お
よ

　

び
返
信
用
封
筒
を
秘
書
課
に

　

直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
設

計
や
施
工
な
ど
に
当
た
る
責
任

技
術
者
認
定
の
た
め
の
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
指
定
工
事
店
登

録
に
は
こ
の
資
格
が
必
要
で
す
。

　

１０
月
１６
日
（
金
）

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
３１
日
（
月
）

　

（
土
・
日
を
除
く
）

 
 

下
水
道
課

　
　
　
　
　
 

☎
２５
│

６
８
９
０

　

原
爆
死
没
者
な
ど
、
先
の
大

戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
人

々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま

し
ょ
う
。

広
島
、
長
崎
に

　
　
　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

○

８
月
６
日
（
木
）

　

午
前
８
時
１５
分
か
ら
１
分
間

○

８
月
９
日
（
日
）

　

午
前
１１
時
２
分
か
ら
１
分
間

戦
没
者
を
追
悼
し

　
　
　
　

平
和
を
祈
念
す
る
日

○

８
月
１５
日
（
土
）

　

正
午
か
ら
１
分
間

原
爆
被
爆
パ
ネ
ル
展
・

　
　

高
校
生
平
和
ポ
ス
タ
ー
展

　

８
月
１１
日
（
火
）
正
午
〜
１８
日

　

（
火
）
午
後
３
時
ま
で

　

（
月
曜
日
休
館
）

　

中
央
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

企
画
課　
 

☎
２３
│

３
９
１
７

　

こ
と
し
は
、
県
と
市
が
合
同

で
総
合
防
災
訓
練
を
し
ま
す
。

図
上
訓
練

　

９
月
１
日
（
火
）
午
前
８
時
３０

　

分
〜
午
前
１０
時

　

県
庁
・
市
役
所

　

災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

実
動
訓
練

　

９
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
３０

　

分
〜
午
前
１１
時
３０
分

　

県
立
琴
弾
公
園
・
有
明
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
・
伊
吹
中
学
校
・
財

　

田
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

　

ン
・
三
豊
合
同
庁
舎

　

避
難
・
救
出
救
護
訓
練
、
消

　

火
救
助
訓
練
、
水
防
工
法
訓

　

練
、
避
難
所
設
営
訓
練
、
応

　

急
救
護
訓
練
、
炊
き
出
し
、

　

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
演
習
、
体
験

　

コ
ー
ナ
ー
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

な
ど

＊
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

四
国
の
真
ん
中
３
市
（
三
好

市
・
四
国
中
央
市
・
観
音
寺
市
）

の
市
民
交
流
の
た
め
の
事
業
で

す
。
今
回
は
、
四
国
中
央
市
の

土
居
の
い
も
た
き
を
体
験
し
ま

す
。

　

９
月
１２
日
（
土
）

　

午
後
５
時
〜

　

午
後
９
時
３０
分

　

市
役
所
本
庁
集
合

　

大
人
ペ
ア
１０
組

　

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

一
人
１
、
５
０
０
円

　

（
飲
み
物
は
各
自
負
担
）

　

８
月
５
日
（
水
）
〜
２５
日
（
火
）

　

（
必
着
）

　
　

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　

番
号
・
四
国
中
央
市
見
学
希

　

望
と
記
入
し
、
左
記
へ
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

〒
７
６
８
│

８
６
０
１

　

（
住
所
記
載
不
要
）

　

企
画
課
企
画
調
整
係
あ
て

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
１
７

　
　
　
　
 

Ｆ
２３
│

３
９
２
０

　

当
日
の
参
加
者
の
様
子
が
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
放
送
や
広
報
紙
に

掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
了
解
く

だ
さ
い
。

　

観
音
寺
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
２３
│

３
９
４
４

作
品
展

　

８
月
７
日
（
金
）
〜
９
日
（
日
）

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

（
９
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

　

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
、
共

　

同
福
祉
施
設
、
働
く
婦
人
の

　

家
、
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

陶
芸
・
皮
革
工
芸
・
ち
ぎ
り

　

絵
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

　

グ
・
押
し
花
・
油
絵
・
か
な

　

書
道
・
て
ん
刻
・
ア
ー
ト
フ

　

ラ
ワ
ー
・
初
心
者
書
道

合
同
芸
能
発
表
会

 

８
月
９
日
（
日
）

 

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

 

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室

 

や
さ
し
い
マ
ナ
ー
・
ジ
ャ
ズ 

　

ダ
ン
ス
・
い
き
い
き
コ
ー
ラ

　

ス
教
室
・
マ
ジ
ッ
ク
教
室
・

　

ピ
ア
ノ
教
室
・
民
謡
・
中
国

　

伝
統
呉
式
太
極
拳

所

時時 所所 内内

数 時

時時 所所 内内

所料受申

問
四
国
ま
ん
な
か
市
民
交
流
事
業

「
土
居
の
い
も
た
き
」（
四
国
中

　
　
央
市
）
体
験
参
加
者
募
集

　

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
 

☎
２３
│

３
９
１
７

　

８
月
２
日
（
日
）
〜
１５
日
（
土
）

　

柳
町
通
商
店
街

○
○
の
た
め
の
サ
バ
イ
バ
ル　

　

佐
々
瞬
（
美
術
家
）　

 

旧
柳
町
商
業
セ
ン
タ
ー
跡
地 
 

　

に
美
術
作
品
を
舞
台
と
し
た

　

「
公
園
」
を
制
作
。

ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
街

中
に
「
ま
ち
灯
り
」

　

槙
黄
州
（
陶
芸
家
）

　

商
店
街
や
公
園
の
灯
り
と
し

　

て
、
陶
器
の
灯
籠
（
と
う
ろ

　

う
）
を
一
般
参
加
型
で
制
作
。

美
術
作
品
展
「
再
現
」

　

鎌
田
友
介
（
美
術
家
）

　

商
店
街
の
街
並
み
を
再
構
築

　

す
る
作
品
を
制
作
後
、
旧
キ

　

ラ
ク
カ
ン
に
展
覧
。

と
ん
し
ょ
キ
ッ
チ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

　

船
隠
雄
貴
（
美
術
家
）

　

「
と
ん
し
ょ
キ
ッ
チ
ン
」
を
ギ

　

ャ
ラ
リ
ー
に
し
て
作
品
展
示
。

ド
ピ
カ
ー
ン
屋
台
村　
　
　
　

　

ル
カ
・
ロ
ー
マ
（
彫
刻
家
）

　

食
の
拠
点
と
し
て
、
飲
食
の

　

可
能
な
ブ
ー
ス
を
制
作
し
、

　

郷
土
料
理
や
地
場
産
品
を
生

　

か
し
た
商
品
を
開
発
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ま
ち
な
か
工

房
〜
夏
休
み
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」

　

子
ど
も
や
家
族
を
対
象
に
参

　

加
・
体
験
型
の
表
現
活
動
を

　

開
催
。

　

観
音
寺
市
柳
町
通
商
店
街
振

　

興
組
合　

　

可
燃
ご
み
は
、
半
透
明
ご
み

袋
、
不
燃
ご
み
は
、
透
明
ご
み

袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み

　

平
型
乳
白
色
（
白
色
）
半
透
明

　

大
４５
リ
ッ
ト
ル

　

中
３０
リ
ッ
ト
ル

　

小
２０
リ
ッ
ト
ル

不
燃
ご
み

　

平
型
無
色
透
明

　

４５
リ
ッ
ト
ル

　

市
指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
で

出
し
て
い
る
ご
み
は
、
収
集
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

建
設
課　
 

☎
２３
│

３
９
３
５

 

さ
わ
や
か
豊
浜
エ
コ
・
ク
ラ

ブ
が
、
市
道
箕
浦
余
木
崎
線
・

市
道
大
西
１
号
線
・
市
道
大
西

２
号
線
・
市
道
大
西
３
号
線
の

４
路
線
の
里
親
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
か
ら
認
定
証
を
交
付
し
、

作
業
用
ベ
ス
ト
や
清
掃
用
具
を

支
給
し
ま
し
た
。

時申

問

受

ごみの収集状況（６月）単位：トン

可燃ごみ

新　　聞

本・雑誌

段ボール

種　類 平成２０年 平成２１年 増　減

指定ごみ袋

問申主受料種持数対内講所時



＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 ＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝申込方法・申込先 ＝問合先問

時時

受

数

受問時時所 対

所対受受一
次
試
験

料問問対

対

受

問

持料受時所 時講 内内料料問問

時

問問 時

時 所数料受申

問

問 受 主申

問

申時

時

所対数料

問

申 受

受

料 数 対 所

問

申

問

所問

申主受料種持数対内講所時

日 行　　　　事

コ
ー
ナ
ー 健
康

2021

子
育
て
の
悩
み

　
相
談
し
て
く
だ
さ
い

難
病
講
演
会

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

ス
ト
レ
ッ
チ

県
立
三
豊
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

専
門
ス
タ
ッ
フ
相
談（
要
予
約
）

日
曜
保
育

国
家
公
務
員
採
用
試
験

放
送
大
学
１０
月
生
募
集

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

ご
存
じ
で
す
か

　
　
　
「
女
性
相
談
」

終
戦
当
時
の

　
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　
　
公
開
講
座
受
講
生
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

育
児
相
談

　

日
々
の
育
児
の
中
で
、
子
ど

も
の
こ
と
や
お
母
さ
ん
の
健
康

に
つ
い
て
な
ど
、
気
に
な
る
こ

と
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
の
日
程
は
広
報
の
保
健

カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
前
１１
時

　

３０
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
毎
月
）

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

（
奇
数
月
）

　

豊
浜
ふ
れ
あ
い
会
館

　

（
偶
数
月
）

電
話
相
談

　

相
談
日
以
外
に
も
電
話
で
相

談
が
で
き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
２３
│

３
９
６
４

こ
と
ば
の
相
談
（
個
別
相
談
）

　

な
か
な
か
言
葉
が
出
な
い
、

言
葉
の
数
が
増
え
な
い
、
発
音

が
気
に
な
る
な
ど
言
語
聴
覚
士

に
相
談
で
き
ま
す
。

幼
児
相
談
（
個
別
相
談
）

　

発
達
全
般
の
相
談
や
子
ど
も

と
の
か
か
わ
り
方
、
子
ど
も
同

士
の
遊
び
方
な
ど
に
つ
い
て
西

部
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の
児

童
心
理
司
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
２３
│

３
９
６
４

　

自
分
で
お
弁
当
を
作
り
、
み

ん
な
で
近
く
の
公
園
へ
ピ
ク
ニ

ッ
ク
に
出
か
け
ま
す
。

　

９
月
２
日
（
水
）

　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

９
月
４
日
（
金
）

　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時

　

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

　

９
月
７
日
（
月
）

　

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

　

豊
浜
福
祉
会
館

　

各
教
室
３０
人

　

（
定
員
に
達
し
た
場
合
は
抽
選
）

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
茶
、

　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
シ
ー
ト

　

１
０
０
円

　

各
教
室
開
催
の
１
週
間
前
ま

　

で

　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

　

☎
２３
│

３
９
６
４

腎
臓
病
教
室

　

８
月
２０
日
（
木
）

　

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

　

調
理
実
習
＝
タ
ン
パ
ク
質
を

　

お
さ
え
て
も
お
い
し
い
メ
ニ

　

ュ
ー
／
減
塩
で
も
工
夫
次
第

　

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

＊
事
前
予
約
が
必
要
。

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康
管

　

理
セ
ン
タ
ー
☎
５２
│

２
７
２
６

　

８
月
１０
日
（
月
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
３０
分

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
３
階

　

大
会
議
室
（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

　

岡
山
赤
十
字
病
院　

　

中
島
誠
神
経
内
科
部
長

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
つ
い
て

　

／
治
療
や
症
状
へ
の
対
処
の

　

仕
方

　

無
料

　
　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

　

健
対
策
課

☎
２５
│

２
０
５
２

　

９
月
７
日
〜
１１
月
９
日
（
毎

　

週
月
曜
日
計
８
回
）

　

午
前
１０
時
〜
正
午

　

県
立
三
豊
体
育
館

　

一
般
男
女

　

３０
人

　

無
料

　

８
月
１７
日
（
月
）
〜

　

９
月
９
日
〜
１１
月
４
日
（
毎

　

週
水
曜
日
計
８
回
）

　

午
前
１１
時
１５
分
〜
正
午

　

県
立
三
豊
体
育
館

　

一
般
男
女

　

３０
人

　

無
料

　

８
月
19
日
（
水
）
〜

　
　

県
立
三
豊
体
育
館

　
　
　
　
　

☎
２７
―

８
６
２
４

　

２
・
９
・
１６
・
２３
・
３０
日

　

中
部
保
育
園

　

９
カ
月
児
か
ら
就
学
前
ま
で

　

の
児
童

　

３
歳
未
満
３
、０
０
０
円
／
日

　

３
歳
以
上
２
、０
０
０
円
／
日

　

１
週
間
前
ま
で

　

中
部
保
育
園

　
　
　
　

　

☎
２５
│

８
３
５
９

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

海
上
保
安
大
学
校
学
生
／
気
象

大
学
校
学
生

　

８
月
２７
日
（
木
）
〜
９
月
８
日

　

（
火
）

　
　
　
　

10
月
３１
日
（
土
）
・
１１

　

月
１
日
（
日
）

　

人
事
院
四
国
事
務
局

　
　
　
　
　
　

第
二
課
試
験
係

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

４
７
６
５

航
空
学
生

　

２１
歳
未
満
（
高
校
新
卒
含
む
）

　

９
月
１１
日
（
金
）
ま
で

一
般
曹
候
補
生

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　

（
高
校
新
卒
含
む
）

　

９
月
１１
日
（
金
）
ま
で

２
等
陸
海
空
士

　

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満

　

（
高
校
新
卒
含
む
）

　

随
時

　

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
│

６
１
２
２

　

心
肺
蘇
生
（
そ
せ
い
）
法
や

止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
な

ど
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
終
了
し

た
人
に
、
講
習
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
会

　

９
月
１２
日
（
土
）

　

午
前
８
時
４５
分
〜
正
午

上
級
救
命
講
習
会

　

９
月
１３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

　

２
階
研
修
会
議
室

　

各
３０
人

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

無
料

　

三
観
広
域
行
政
組
合
消
防
防

　

災
課　
　

☎
２３
│

３
９
７
３

　

税
関
で
は
、
次
の
通
貨
や
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

 

○

終
戦
後
に
外
地
か
ら
引
き
揚

　

げ
て
来
た
人
が
、
上
陸
港
の

　

税
関
や
海
運
局
に
預
け
た
通

　

貨
や
証
券
な
ど
。

 

○

外
地
の
終
結
地
で
、
領
事
館

　

な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

　

う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た

　

も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
も
申
請
で
き
ま

す
。

　

坂
出
税
関
支
署

　

☎
０
８
７
７
│

４
４
│

９
２
１
０

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
す
る
通
信
制
大
学

で
す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど

幅
広
い
分
野
が
学
べ
ま
す
。

　

８
月
３１
日
（
月
）
ま
で

　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
│

８
３
７
│

９
８
７
７

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
力
養
成

　

９
月
２
日
（
水
）
〜
１０
月
１４
日

　

（
水
）
の
う
ち
６
日
間
、
午
後

　

６
時
３０
分
〜
午
後
８
時
３０
分

　

詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門
学

　

校
電
子
制
御
工
学
科
演
習
室

　

１５
人

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　

７
、
４
０
０
円

　

８
月
３
日
（
月
）
〜
２８
日
（
金
）

　

（
８
月
１２
日
、
１３
日
、
１４
日
と

　

土
・
日
を
除
く
）

　
　

詫
間
電
波
工
業
高
等
専
門

　

学
校
企
画
室
企
画
第
二
課

　
　
　
　
　

☎
８３
│

８
５
１
１

　

子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
専
用
電
話

　

☎
０
８
７
│

８
６
２
│

４
１
５
２

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
│

８
６
２
│

８
８
６
１

〜
一
人
で
悩
ま
な
い
で

　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

 

○

家
庭
内
の
不
和
や
い
ざ
こ
ざ

　

で
困
っ
て
い
る
と
き

 

○

結
婚
、
離
婚
、
男
女
問
題
で

　

悩
ん
で
い
る
と
き

 

○

配
偶
者
（
そ
れ
以
外
も
含
む
）

　

か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る

　

と
き
な
ど

女
性
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
８
７
│

８
３
５
│

３
２
１
１

　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　

（
祝
日
は
休
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ

　

ン
タ
ー
／
配
偶
者
暴
力
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
│

８
６
２
│

８
８
６
１

男
性
の
料
理
教
室

　
　
お
弁
当
作
り
に
挑
戦

救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

II

スポ
ーツ情 報

II

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

時時 所所 時数 所

お
知
ら
せ

く ら し の 生 き 生 き 情 報

ス
ポ
ー
ツ

情
報



＝日時 ＝場所 ＝講師 ＝内容 ＝対象 ＝募集人数 ＝持参物 ＝種目 ＝参加費用 ＝受付期間 ＝主催 ＝申込方法・申込先 ＝問合先問申主受料種持数対内講所時

相
談
事
例　

公
的
機
関
の
よ
う

な
名
称
の
団
体
か
ら
「
民
事
訴

訟
の
訴
状
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
」
と
い
う
は
が
き

が
届
き
ま
し
た
。
ま
た
、
知
ら

な
い
業
者
か
ら
「
サ
イ
ト
料
金

を
滞
納
し
て
い
ま
す
。
至
急
連

絡
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ー
ル

が
届
き
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス　

こ
れ
ら
は
不
安

を
あ
お
っ
て
相
手
に
電
話
を
か

け
さ
せ
、
最
終
的
に
は
高
額
な

お
金
を
だ
ま
し
取
る
架
空
請
求

の
手
口
で
す
。
無
視
し
て
絶
対

に
連
絡
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

不
安
な
と
き
や
判
断
に
困
っ

た
と
き
は
、
西
讃

県
民
セ
ン
タ
ー

（
三
豊
合
同
庁
舎
内
）

に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
│

５
１
３
５

く ら し の 生 き 生 き 情 報

９月１日から施行

市民課　☎２３－３９２４観音寺警察署　☎２５－０１１０

　傘差し運転など視野を妨げ、ま

たは安定を失う恐れのある方法で

自転車を運転してはいけません。

　これまで、傘差し運転は、交通

頻繁な道路のみが禁止の対象でし

たが、これからは交通量に関係な

くすべての道路で禁止されます。

　自転車を運転するときは、携帯

電話などを手で持って通話もしく

は操作し、携帯電話などの画面に

表示された画像を注視してはいけ

ません。

　また、携帯型ゲーム機や携帯型

音楽プレーヤーなどの画面に表示

された画像を注視することもいけ

ません。

　大きな音でヘッドホンなどを使

用して音楽を聞くなど、パトカー

や救急車のサイレン、警察官の指

示など安全な運転に必要な交通に

関する音または声が聞こえないよ

うな状態で自転車を運転してはい

けません。

５万円以下の罰金５万円以下の罰金５万円以下の罰金

相談あれこれ

2223

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

１０

　

１
、
１
５
１
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ

交通事故相談　☎23－3924　　12日（水）・26日（水）午前

　10時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

　士が相談に乗る

人権相談　☎23－3928　観音寺　14日（金）午前10時～午

　後３時　ふれあい文化センター／大野原　13日（木）午

　前10時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

　 11日（火）午前10時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

年金相談　☎0877－62－1661　　19日（水）午前10時～午

　後３時　市民会館第４会議室　香川社会保険事務局善

　通寺事務所の相談員が相談に乗る　要予約　香川社会

　保険事務局善通寺事務所

家庭児童相談　☎23－3957　　土・日、祝日を除く毎日

　午前８時30分～午後４時　社会福祉センター家庭児童

　相談室

母子自立相談　☎23－3957　　土・日、祝日を除く毎日

　午前８時30分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎23－3957　　18日（火）午前10時～午後３時

　　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相談員

　が相談に乗る　要予約

行政相談　☎23－3915　　 7日（金）・21日（金）午後１時

　30分～午後４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎25－2619　　土・日、祝日を除く毎日

　午前９時～午前11時30分、午後１時～午後４時30分　

　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎25－7773　　相談は先着12人　11日（火）・

　25日（火）午前10時～午後３時　社会福祉センターふれ

　あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎54－5714　 6日（木）・20日（木）

　午前10時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜

　☎52－1212　 4日（火）・18日（火）午前10時～午後３時

　　豊浜福祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎25－7773　　土・日、祝日を除く

　毎日午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい

　相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎23－3963　 6日（木）・20日（木）午前

　10時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

　☎54－5700豊浜☎52－1204大野原と豊浜とも相談員が

　電話で受付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎0877－58－1080

　　 5日（水）午前 9時30分～午後 5時　中央公民館会議

　室　就職相談など　15歳～おおむね39歳の人とその家

　族　無料

高年齢者職業相談　☎23－3949　　土・日、祝日を除く

　毎日午前８時30分～午後５時　高年齢者職業相談室（働

　く婦人の家）

福祉人材無料職業相談　☎25－7773　　土・日、祝日を

　除く毎日午前９時～午後４時　社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎23－0900　　土・日、祝日を

　除く毎日午前８時30分～午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎23－3963　　 2日（日）午前10時～午

　後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎23－3915　　随時受け付け　要予約

相談日は、都合により変更することがあります。

真鍋　　実

尾崎カズ子

松本　　守

高橋　　繁

近藤　新一

岡　　真次

澁谷　敏郎

三野　　剛

竹林　高輝

＝豊浜町姫浜

＝柞田町

＝観音寺町

＝出作町

＝高屋町

＝観音寺町

＝出作町

＝豊浜町和田浜

＝中田井町

市・県民税（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を

ぜひ利用してください。

納付期限　８月３１日（月）

中央図書館行事予定

新

宮本常一が撮った昭和の情景　上・下巻

小学生の自由工作＆アイデアクッキング

監修：オオノユミコ・神みよ子
出版：成美堂出版

著者：宮本常一
出版：毎日新聞社

★親子マーブル染め工作教室

★おはなし会

★つぼみ愛書会8月例会

★図書館講座（讃岐典侍日記＋日本語講座）

休館日　中央・大野原・豊浜図書館　　3・１０・１７・２４・３１日

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

★工作教室

★おはなし会

中央図書館☎２３－３９６０　大野原図書館☎５４－５７１５　豊浜図書館☎５２－１２０６

1
1
〜

６
３０

架
空
請
求
は

連
絡
せ
ず
無
視
し
ま
し
ょ
う

火　

災

救　

急

６月1日～30日（敬称略）

香典返し

南
消
防
署

☎
２４
―

２
１
１
９

件

刊

　1日（土）　午前１０時～正午

　4日（火）　午前１０時～正午

　1日（土）　午後1時３０分～午後2時１０分

２２日（土）　午後1時３０分～午後2時１０分

２１日（金）　午後1時３０分～

　　　　　 青木新門著　納棺夫日記（文芸春秋文庫）

２２日（土）　午前１０時～午前11時３０分

★おはなし会

★古典文学講座

　8日（土）　午後2時～午後3時

１５日（土）　午前9時３０分～午前１１時３０分

　1日（土）　午後１時３０分～午後2時３０分

　　　　　 夏の思い出を飾るフォトフレームを作ろう！

１５日（土）　午後１時３０分～午後2時

　　　　　 絵本「だめだめすいか」ほか

花
火
に
よ
る
事
故
防
止

　

花
火
は
、
夏
の
風
物
詩
の
一

つ
で
す
が
、
使
用
上
の
注
意
を

怠
っ
た
り
、
取
り
扱
い
を
誤
っ

た
り
す
る
と
大
事
故
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
け
が

や
火
災
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

た
か
が
花
火
と
思
わ
ず
、
楽

し
い
夏
の
思
い
出
に
す
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

　

を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず
守
り

　

ま
し
ょ
う
。

○
一
度
に
、
た
く
さ
ん
の
花
火

　

に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

○
広
く
て
、
安
全
な
場
所
を
選

　

び
ま
し
ょ
う
。

○
必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

　

用
意
し
て
、
大
人
と
一
緒
に

　

遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、
花
火
で
や
け
ど
な

ど
を
し
た
場
合
、
患
部
を
流
水

で
冷
や
し
て
く
だ
さ
い
。
比
較

的
深
い
や
け
ど
を
負
っ
て
、
皮

膚
が
む
け
か
か
っ
て
い
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

氷
を
入
れ
、
患
部
を
冷
や
し
な

が
ら
直
ち
に
病
院
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

あたたかい心ありがとうございました
社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

今月の人口

（７月１日現在）

人　口

男

女

世帯数
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時

時

時

時

時

時

時

数

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

受

所

所

所

所

内

料

対

所

講

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

講

所

所

所

講

所

所

講

申

所

講

8月の納税・納付

香川県道路交通法施行細則の改正

が禁止になります！が禁止になります！

傘
差
し
運
転
な
ど

携
帯
電
話
な
ど
を

使
用
し
な
が
ら
の

運
転

大
き
な
音
で
ヘ
ッ
ド

ホ
ン
な
ど
を
使
用
し

て
音
楽
を
聞
く
な
ど

の
運
転

郵　便　は　が　き



休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

大野原いきいきセンター

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

共同福祉施設軽運動室

働く婦人の家

常磐総合コミュニティセンター

柞田公民館

伊吹公民館

大野原中央集会場

一ノ谷小学校

愛育会行事

いき

ふれ

共福

大中

豊福 一小医

歯

薬

保

働

柞

伊

常

愛

日 月 火 水 木 金 土

いき

いきいき健康ひろば

保健師相談の日

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

火～日曜日（祝日休み）

医

歯

薬

河田病院

森歯科医院

快生堂茂木調剤薬局

第健調剤薬局 保

伊

保

医

歯

薬

医

歯

薬

渡辺ハートクリニック内科

みやざき歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

姫浜調剤薬局

9 10

16

11 12 13 14 15

2 3 4 5 6 7 8

22

29

1

17 21

23

30

18 19 20

24 2825

31

26 27

24

☎２３-３９６８

☎２３-３９６２

☎２３-３９６４

※
休
日
当
番
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
月
の
健
康
診
査
日
に
体
調
不
良
な
ど
で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

　

上
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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テレホン
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実　況
案内・結果

0180-998-841・842
0180-998-843・844
☎
☎

月 保 健 カ レ ン ダ ー

夢がある！！

木 金 土

業天医院

白井歯科医院

石川薬局

ケイ・アイ薬局

開設59周年記念高松競輪場外
玉藻杯争覇戦

開設58周年記念富山競輪場外
瑞峰立山賞争奪戦

第5回Ｆ
第22回七宝杯争奪戦

一宮Ｓ級シリーズ場外

第25回全日本選抜場外（大垣）

日 月 火 水

土 日 月 火

土 日 月 火

木 金 土 日

土 日 月 火水 木 金

愛 常

愛 柞

愛 常

要予約

保

愛

保

プレママ広場

あぶあぶひろば

保 あぶあぶひろば

10カ月児健康診査 いき

ふれ

ゆう酸素リフレッシュ体操

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室

3カ月児健康診査

保

保

保

働

若返り教室

のびのび教室

3歳児健康診査

若返り教室

旧観音寺市H18年2月生まれ

3カ月児健康診査

いき一小

豊福

いき はつらつ会

健康栄養相談

いき ぴよぴよクラブ

ふれ 転倒予防教室

いき

共福

共福

ぴよぴよクラブ

筋力アップ教室

のびのび教室

いき はつらつ会

いき はつらつ会

もぐもぐレッスン

いき

いき

ぴよぴよクラブ

　茶話会

10カ月児健康診査

食育の日 コープ観音寺

ぴよぴよクラブ

　茶話会

いき

ふれ

健康栄養相談

育児相談

ふれあい広場

1歳6カ月児健康診査

いき

豊福

豊福

ぴよぴよクラブ

健康相談

シニアエアロビクス

保

伊

骨密度測定

あぶあぶひろば

保 育児相談

あぶあぶひろば

健康栄養相談

親子で楽しむクラシック

医

歯

薬

国土外科医院

中島歯科医院

日野薬局

ひまわり調剤薬局三豊

医

歯

薬

おざきこどもクリニック

三豊総合病院

サンシャインスター薬局

快生堂豊浜調剤薬局

あぶあぶひろば

いき

ふれ

はつらつ会

ひまわりの会いき

ふれ

ふれ

ふれあい広場ふれ

大中

ふれあい広場

さわやか栄養教室

3歳児健康診査

いき ぴよぴよクラブ

健康相談

　茶話会

保 健 セ ン タ ー

子 育 て 支 援 課

高齢介護課地域包括支援センター

豊稔池遊水公園

問い合わせ先　都市整備課公園緑地係　☎２３－３９１８

　豊稔池堰堤（大野原町

田野々）の下流にあり、

県道９号線沿いに駐車場

や障がい者用トイレを完

備。小道を下ると芝生広

場やあずまやがあります。

山懐に抱かれ夏は静かで

涼しく癒やされます。この堰堤は平成18年に国の重要文化財に

指定され、ダムからの放水は初夏の風物詩として有名で、多く

の人が訪れます。

開設60周年記念小田原競輪場外
北条早雲杯争奪戦

開設59周年記念函館競輪場外
黒船杯争奪戦

I

のびのび教室

えんてい
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広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷

公 園 だ よ り




